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公益性と産業界の交差点

公益性×医薬品産業

NDB、介護DBについて、製薬
企業等、産業界も公益性を鑑
み利用しなければならないと
我々は考えます。
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疫学的視点でみた、苦手（？！）な活用

得意とする
活用領域

レセプトデータは金銭の授受由来であるが故にお金の
やりとりに関わる研究等は得意ですが、医療行為の評
価等、「医学系研究」は苦手、大きな限界もあります

疾患別治療費の分布
年齢別治療期間の分布
地域別疾病割合 etc

苦手とする
活用領域

薬剤別副作用発生割合（推定）
服薬コンプライアンス（推定）
治療別有効率（推定）
治療満足度（推定） etc
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製薬企業



（苦手でも）活用すべき「公益性」の義務領域

ファーマコビジランス（医薬品の安全性監視）に

創薬のヒントを探る努力に

メディカルアフェアーズに
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ファーマコビジランス（医薬品の安全性監視）に

（関連記述の抜粋）このような、膨大で多様な安全
性情報を医学・薬学・薬剤疫学・生物統計学・情報
工学等の専門家が効率的・効果的に活用できるよう、
組織・体制の強化を図るとともに、電子レセプト等の
データベースから得られた情報を活用し、薬剤疫学
的な評価基盤を整備することが必要である。
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薬害再発防止、道半ば

好中球減少リスク

鬱症状増悪リスク

飲み合わせリスク

皮膚炎リスク

催奇形性リスク

異常行動増悪リスク

認知症増悪リスク

発がん性リスク

MID-NETで出来ること
NDB・介護DBで出来ること

ファーマコビジランス（医薬品の安全性監視）に
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創薬のヒントを探る努力に

ミノキシジル 高血圧治療→増毛

ビマトプロスト 緑内障治療→睫毛増毛

リウマチ治療薬Ａ薬の
治療３か月後レセプト

リウマチ治療薬Ｂ薬の
治療３か月後レセプト

不眠

頭痛

嘔気

不眠

頭痛

嘔気
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メディカル・アフェアーズに

インフルエンザ治療薬
処方人数の経年変化

オセルタミビルの
年度別処方日数変化

2021
2020

2022

2021
2020

2022

感染症の流行、耐性菌の増加、ＱＯＬ、服薬コンプラ
イアンス向上、、、。利用の門戸を広げればフレキシ
ブルな利用のアイデアが促進される
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公益性×産業界での活用促進策（例）

道半ばのファーマコビジランス、
薬害防止への利用義務化（？）

1.

2. 簡便な利用（＋厳格な罰則規定？）
推定しか出来ない「苦手」科目の利用は、事務手続きや
事前審査が複雑化すると、もはや誰も利用しない

3. 研修・育成環境の整備

ダミーデータの無償提供等。触ってみる環境が無くて研
究のセンスが磨かれることは有りえない

薬害の再発防止に際して規制が邪魔をしてはならない
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